
資料24　天孫降臨神話と国譲り神話

国譲り神話 天孫降臨神話 神武東征神話

第一段階 天孫降臨神話① 神武東征神話①

5世紀後半 国譲り神話① 「書紀」一書第四

～ 「書紀」本文 （高皇産霊が瓊瓊杵を天降りさせる。）

（高皇産霊が大国主に、瓊瓊杵への国譲りを迫る）

国譲り神話② 天孫降臨神話② 神武東征神話②

第二段階 「書紀」一書第二 「書紀」本文、一書第六

6世紀中頃 （高皇産霊が大国主に、杵築大社造営を条件提示し、瓊瓊杵 （高皇産霊が、大日孁貴の孫の瓊瓊杵を天降りさせる。瓊瓊杵

～ への国譲りを迫る。） が日向で木花開耶姫を娶り、彦火火出見を生す。）

国譲り神話③ 天孫降臨神話③ 神武東征神話③

「古事記」 「古事記」

（天照大神・高木神が大国主に、忍穂耳への国譲りを迫る。） （天照大神・高木神が、天照大神の子の忍穂耳、次いで孫の邇

邇芸を天降りさせる。邇邇芸が日向で木花開耶姫を娶り、彦火

第三段階 火出見を生す。）

681～720 国譲り神話④ 天孫降臨神話④ 神武東征神話④

「書紀」一書第一 「書紀」一書第二、第一

（天照大神が大国主に、忍穂耳への国譲りを迫る。） （天照大神が、子の忍穂耳、次いで孫の瓊瓊杵を天降りさせ

る。瓊瓊杵が日向で木花開耶姫を娶り、彦火火出見を生す。）

・各神話のバージョンが出来る背景となった史実については、ブログ第14回の資料20「国譲り神話の形成と変遷の要因」に記したので、参照いただきたい。

・国譲り神話①～④の要旨は、ブログ第14回の資料19「国譲り神話の内容の変遷」に記した。

・神武東征神話①～④については、今後取り上げ考えていきたい。


